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納泥の不運績!音耳元沈澱に就いて













離するのだと。 J.U. Lloydも 食擁水や砂糖水を入れた管のー側を温めると濃度め異
たる屠が出来るととを賓験し，成唐の原因を温度の費化による比重差に蹄して居る。 C.G.
T. Morisonも土壌やカオリ ンの懸樹液K光束を常てると其の場所に表面に千行主主厨が幾
つも現はれ光源を除けば緩に消失するととを観察し， E. Ramann は*晶徴粒子の成府
沈降に於て其の成生が光及び熟に影響され強い日光は却って直ちに成府を破壊するととを
見出した，
s. U. Pickering はパラフィ ン油の少売:と石鹸液を振殺しても油滴の成居を見るが各
層:ともに同一暦内では上部が油滴の僅も大きく数も多いととを認め， If. Powisも水と油
のエマルジ守ンKも暦が出来るが各}膏の平均粒径tては差を認め難いといふから，何れも成
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生は 1-2暦たるも，それより濃度薄くなる時，例へば濃度一一一一規定とたれば屠の撤600 900 
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細泥の不透綾暦獄i沈澱に就いて
は刀、i5;，I'C増加して数唐となるのである。
第 1表 盤分 の淡さ 主成 暦と の関係
(規のN撲定aC液さl ) 枠制暦の数lt商 要 Ilciぷ |酔迄|暦の敷(規定液)の時 間 摘 要
。 1 5 d 






5 d 2 
1 。 6 d 3 
20 7 d 2 
30 





5 d 8 
1 
6 2 唐十ま何れも非常に不明!僚 6 d 8 50 
にして且沈澱皇室かなる故 7 d 3 
60 




5 d 4 
80 7 
2 6 d 3 
7 d 2 
90 
7 1 8 d 2 
1 i表面より 1cm及 2cmの
10 d 
100 1 d
 2 5 d 6 所に暦を認、む 700 
t d 5 hr 2 (表面より1.8叫び6.5cm 6 d 
5 
の所に暦を認、む 7 d 4 
2 cl 。
{表の面より lcm及び 2cm 8 cl
3 
120 
1 cl 2 B庁に暦を認む 10d 2 
1 cl5 hr 1 5 cl 7 800 
2 cl 。 6 d 6 
1 d 2 (表面より lcm及び 2cm
7 d 4 
140 の所にj育を認、む 8 cl 4 
1 cl5hr 4 (鯛より 2cm，3 cm， 7 cm 
及び 8cmの所にl晋を認、む 10 cl 3 
2 cl 2 {表商より 4cm:&.O: i cm 900 5 d 5 
3 d 。の所に暦を認、む 6 d 6 
1 
1 d {表商より 1c日ぴ 2cm
7 cl 5 
160 
2 
の所に暦を認、む 8 d 3 
2 cl {表面より 2.Ecll1の所に府 10 cl 3 
を認lむ
3 cl 。 iOOO 5 cl 5 
1 
1 d 2 {表面より 1cm :&.ぴ 2cm
6 cl 5 
180 の所に暦を認む 7 cl 5 
1 d Ghr 4 
[ 表面よ り1.5cin2土ぴ 5cm 8 d 5 2-d 2 の!好に暦を認、む 10cl 4 






粘土 1gを 80c.c.の純7.kK分散した場合の沈降速度で，後者は水:ク リセリン=4: 1の
第 2 表
純水 80c.c中に約 1gの微粒粘土を分散した時音量生せる暦6沈降速度
R イ寸 上 部 よ 1) の 麿 の 数
里和3年 1月28日 | 
前 10時開始 E E w 
Fcb. 1 15"6 mm/hr mm/hr mm/hr mm/hr 
2 9i 2 0.11 0.43 0.71 1.03 
2 15.J-
3 
0.34 0.59 1.06 1.8!) 
3122 4 0.14 0.39 0.73 0.96 
4 1.!. 
4 
0.31 0.53 0.66 0.93 
5 15 0.32 0.57 0.93 1.15 
6 13土 0.26 
2 
0.62 0.89 0.98 
7 9.!. 
2 
0.10 0.40 0.60 0.70 
宮存 3 表
7.k :ゲリセ可ン=4: 1の混合液40cc中に約 fgの徴主立粘土を分散した時霊童生せる暦の沈降速度
日 付 上 部 よ り の 暦 の 璽主
昭和 3年 1月28日 | 
午 前 10時開始 I E E IV 
Jan. 31 13 mm/hr mm/hr mm/hr mm/hr 
Feb. 1 14!. 
4 
0.10 0.18 0.27 0.42 
2 13土
. 
0.12 0.15 0.23 0.30 
2 
3 13 0.09 0.16 0.33 0.47 
4 14 0.09 0.14 0.25 0.32 
5 14.!. 
2 
0.01 0.23 0.32 0.41 
6 14.!. 0.14 
2 
0.21 0.32 
7 15 0.20 0.34 
8 14 0.13 0.22 0.26 
9 14 0.12 0.21 0.41 
( 29 ) 
細泥の不主主積層欺沈澱に就いて
割合の液 40c.c. f'L微粒粘土 1gを分散せしめた場合の沈降速度である。第2表及び第3
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干渉岡 迎角 (0) I格zt数|摘 要|明|迎角(自) I同数 l摘 要番量量 番披 A.U. . 
50 54' 7.40 5 180 54' 2.37 
2 90 47' 4.53 6 220 59' 2.00 
3 120 53' 3.45 小 Laue干 7 240 8' 1.88 渉結の集合





















時 刻 |恒温槽温度|摘 要 l時 ~J I同温度|摘 要
h m 。C h m 。C
8 50 20.0 3主験開始 9 40 20.3 第日固 5参照
55 24.0 書霊化なし 50 28.2 第 6岡6参照
9 。 28.0 同 上 10 。 27.0 特別の費イヒなし
5 30.5 同 上 27.0 加熱電流を縫c I 
1D :32.6 第 6闘 1参照 B 28-.8 特別の鐙化なし
1 23.6 加熱電流を切る 5 29.7 第 6闘い参照
15 33.0 第 6困2参照 10 32.2 第 6闘8参照
20 32.1 賀l}6闘8参照 12 &2.8 加熱電流を切る
25 31.3 第 6園4参照 17 28.0 第 6園 9参照

















































































ゐるから，彼の考へでは到底満足な説明をするととは 問来ないのである。 叉成暦沈iH;~ は
Ungererの研究によればゼ、ラチン溶液の少量の添加Yとより ブラウン運動を停止せしめた時
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